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ー
!
戦
後
民
主
化
段
階
に
お
け
る
神
戸
博
士
の
業
績
を
思
う
|
|

島

恭

彦

、

』土

し

古ミ

き

神
戸
博
士
の
数
多
〈
の
学
問
的
労
作
は
、
時
代
田
税
制
財
政
改
革
に
対
し
て
も
つ
距
離
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
れ
ど
も
、
大
て
い
そ
白

中
に
実
践
的
な
志
向
を
含
ん
で
い
る
。
も
と
よ
り
戦
前
白
日
本
の
政
治
は
博
士
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
の
形
て
実
現
す
る
よ
ろ
左
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
戦
後
の
氏
主
化
政
策
は
、
博
士
を
学
問
の
世
界
か
ら
政
治
白
世
界
へ
迎
え
る
よ
う
た
環
境
を
つ
く
り
出
し
た
。
戦
後

京
都
市
長
か
ら
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
々
長
へ
と
進
ま
れ
た
博
士
白
コ
ス
は
、
民
主
、
正
義

1
地
方
自
治
の
実
現
の
た
め
の
活
動
と

し
て
一
貫
し
て
い
た
と
息
わ
れ
る
が
、
博
士
を
迎
え
る
場
所
と
し
て
は
調
査
立
案
及
び
勧
告
の
機
関
の
性
格
を
も
っ
地
方
行
政
調
査
委

員
会
議
〔
以
下
神
戸
委
員
会
と
略
)
の
方
が
一
そ
う
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
に
相
違
た
い
。

業
績
を
偲
び
た
い
。
た
だ
し
こ
己
ゼ
、
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
神
戸
委
員
会
の
勧
告
は
巾
央
と
地
方
と
の
聞
の
行
政

私
は
以
下
神
戸
委
員
会
の
勧
告
を
中
心
に
博
士
の

事
務
の
再
配
分
士
主
限
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
ま
づ
事
務
再
回
分
の
財
政
的
側
面
に
関
す
る
勧
告
の
意
義
を
巾
心
に
考
察
す
る
。

次
に
勧
告
は
園
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
の
立
場
か

b
さ
ま
ざ
ま
に
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
勧
告
自
身
が
最
も
重
さ
を
お
い



た
市
町
村
段
階
、
特
に
戦
後
の
民
主
化
て
大
空
友
意
義
を
に
な
わ
さ
れ
た
農
村
昔
含
む
市
町
村
段
階
か
ら
主
と
し
て
こ
の
勧
告
の
意
味

を
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
に
私
の
論
点
を
限
定
し
た
の
は
、
私
が
神
戸
委
員
会
の
勧
告
の
意
義
を
全
体
と
し
て
評
価
ヲ
る
意
図
も
カ
も

な
か
っ
た
己
と
士
、
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
し
て
治
き
た
か
っ
た
か

b
て
あ
る
。

註
、
神
戸
華
員
会
と
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
と
こ
ろ
か
を
一
般
の
読
者
に
明
か
に
す
る
た
め
に
、

二
一
‘
二
回
法
梓
第
二
八
一
号
)
の
条
丈
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

第
三
条
会
議
は
、
地
方
自
治
を
克
実
強
化
L
t
国
政
の
民
主
佑
を
推
進
す
る
た
め
、
地
』
自
治
を
基
底
と
す
る
市
町
村
、
都
道
府
県
及
び
国
相

互
同
の
事
務
の
配
分
の
調
整
宰
に
関
す
る
計
画
巳
っ
き
調
査
立
案
し
、
そ
の
結
果
を
内
聞
及
び
内
閣
を
経
由
し
て
国
去
に
勧
告
す
る
。

2

前
項
の
計
画
は
、
左
に
指
げ
る
事
項
に
関
す
る
も
り
ん
す
る
。

一
市
町
村
、
都
道
府
県
及
び
国
相
互
聞
の
事
務
の
配
分
の
調
整

二
地
方
先
生
団
体
の
機
関
に
委
任
し
て
符
う
事
務
。
調
整
。

三
前
二
号
に
掲
げ
る
調
整
に
照
応
す
る
国
庫
補
助
金
毎
に
関
す
る
制
度
の
改
正
。

四
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
陀
く
外
、
市
町
村
、
都
道
府
県
A
び
閤
相
互
閣
の
事
務
自
問
分
の
制
整
に
伴
い
必
要
な
事
項
」

2
の
四
の
中
に
は
、
補
則
金
制
度
以
外
の
財
政
制
度
の
改
革
、
町
村
合
併
島
市
を
合
ん
で
い
る
。

「
地
方
行
政
調
査
委
員
全
議
設
罰
法
」

(
昭
二
四
、

一
一
、
民
主
化
と
官
僚
制
と
の
相
魁
の
時
期

神
戸
委
員
会
が
活
動
し
は
じ
め
た
時
期
は
、
戦
後
日
本
の
歴
史
が
一
づ
の
大
き
な
転
期
に
き
た
時
で
あ
っ
た
。
す
て
に
神
戸
委
員
会

が
「
打
政
事
務
再
配
介
に
関
す
る
第
一
次
勧
告
」
を
行
フ
た
二
五
年
二
一
月
一
一
一
一
日
と
、
第
二
次
勧
告
を
行
っ
た
二
六
年
九
月
一
一
一
一
日

と
の
聞
に
大
空
左
事
件
が
治
己
っ
た
。
そ
れ
は
二
六
年
秋
の
サ
ン
フ
ラ
ン
り

J

ス
コ
講
和
会
議
と
日
米
行
政
協
定
的
調
印
を
前
に

L
、
ま

た
国
内
的
に
は
憲
法
記
念
日
を
前
に
し
て
、
一
一
六
年
五
月
一
日
占
領
制
度
の
再
検
討
(
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
の
再
検
討
〉

を
政
府
陀
許
可
す
る

民
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リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
声
明
が
出
た
己
と
て
あ
る
。
吉
田
政
府
は
五
月
六
日
政
令
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
、
追
放
解
除
、
独
禁
法
、
労
働
法
及

ぴ
行
政
機
構
の
改
玉
等
を
取
上
げ
た
。
云
わ
ば
日
本
白
独
占
資
本
は
己
の
時
期
か

b
公
然
と
「
自
律
化
」
の
傾
向
を
あ
ら
わ
し
は
じ
め

た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
事
件
に
よ
っ
て
モ
白
活
動
を
分
断
さ
れ
た
神
戸
委
員
会
は
は
じ
め
か
ら
大
き
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
こ
己
て
は
ま
づ
神
戸
委
員
会
成
立
白
意
義
を
み
る
た
め
に
、
こ
の
時
期
以
前
の
考
察
か
ら
は
じ
め
た
い
。

敗
戦
か
ら
己
こ
に
ふ
れ
た
二
五
、
六
年
ま
て
の
時
期
を
私
達
は
一
応
「
民
主
佑
と
悶
家
独
占
あ
る
い
は
官
僚
制
と
の
相
魁
の
時
期
」

と
呼
ん
で
お
こ
う
ο

戦
後
白
民
主
化
政
策
は
G
H
Q
の
一
一
一
ス
ト
中
止
命
令
つ
一
二
、

一
、
=
二
)
ヤ
ロ
イ
ヤ
ル
米
陸
軍
長
官
反
共
芦

明
(
二
三
、
一
、
六
〉
ま
た
特
に
地
方
自
治
体
関
係
て
い
え
ば
福
井
市
公
安
条
令
(
二
三
、
七
、
七
)
な
ど
を
転
期
と
し
て
後
退
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
米
国
白
対
日
政
策
の
変
化
か
ら
直
に
民
主
化
政
策
の
前
進
や
後
退
を
割
出
す
の
は
あ
ま
り
に

単
純
T
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
占
領
軍
の
内
部
の
諸
派
の
対
立
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
連
の
民
主
化
政
策
に
よ
ヲ
て
保
障
さ
れ
た
国
民

の
民
主
主
義
運
動
の
発
展
が
あ
る
限
り
、
モ
れ
が
ま
た
民
主
化
政
策
D
支
え
と
な
っ
て
、
占
領
政
策
が
一
挙
に
反
動
化
す
る
在
ど
と
い

う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
一
月
ト
中
止
命
令
以
後
も
、
地
方
問
治
法
の
公
布
、
内
務
省
の
解
体
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

亡
こ
の
地
方
自
治
法
も
モ
の
後
数
次
の
改
正
を
へ
た
が
、
リ
ッ
ジ
ウ
ι

イ
声
明
以
後
の
改
革
ま
で
は
全
体
と
し
て
民
主
化
士
進
め
る
方

向
に
勤
い
亡
治
り
、
目
立
ヲ
た
反
動
佑
の
あ
と
は
み
b
れ
た
い
。
公
安
条
令
以
後
も
地
方
財
政
法
や
教
育
委
員
会
法
白
公
布
が
行
わ
れ
、

国
家
財
源
を
地
方
に
移
譲
す
る
己
と
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
亡
い
る
。
た
る
ほ
ど
こ
れ
以
後
に

F
Y
ヂ
・
ラ
イ

γ
に
よ
る
地
方
財
政
の
ひ

き
し
め
干
、
官
会
庁
の
レ
y

ド
・
ハ

l
d
平
地
方
公
務
員
法
の
会
布
が
行
わ
れ
た
が
、
な
治
己
の
同
士
縫
っ
亡
シ
ぃ
ウ
プ
改
革
や
神
戸
主

員
会
む
設
置
が
み

b
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
晶
、
は
り
神
戸
委
員
会
の
背
後
に
国
の
内
外
に
お
け
る
民
主
佑
へ
の
力
を
み
た
い
V

の
て
あ
る
。

し
か
し
私
達
は
こ
の
民
主
化
白
時
期
が
同
時
に
ま
た
日
本
独
占
資
本
山
危
機
白
深
化
白
時
期
て
あ
り
、
独
占
体
制
D
再
建
の
た
め
に



一
方
で
イ
ン

7

ν

Y

ョ
ン
政
策
が
行
わ
れ
、
他
方
て
戦
時
中
心
中
央
集
権
的
官
僚
機
構
(
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
の
機
府
)

が
民
主

化
に
よ
っ
亡
、
い
〈
た
の
変
容
を
加
え
ら
れ
な
が

b
な
お
最
大
限
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
従
っ
て
民
主
化
政
策
白
成
果
が
往
々
に

し
て
ゆ
が
め
ら
れ
、
い
わ
ば
官
制
的
な
民
主
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

戦
時
の
中
央
集
権
的
官
僚
機
構
と
は
何
か
。
そ
れ
は
と
く
に
財
政
的
友
側
面
か

b
み
れ
ば
、
昭
和
一
五
年
の
中
央
地
方
を
通
ず
る
財

政
改
革
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
よ
う
去
も
白
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
特
に
市
町
討
の
側
か

b
み

τ要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
て
あ
る
。

M
W

地
方
の
行
財
政
士
劃
一
化
し
、
モ
の
不
均
等
を
友
ら
す
た
め
の
地
方
財
政
調
整
制
度
(
配
付
税
)
の
強
化
、

ω市
町
村
の
閏
県
税
附
加

税
制
度
の
強
化
、
ゆ
義
務
教
育
教
員
の
俸
給
費
負
担
を
市
町
村
よ
り
道
府
県
に
移
し
、
と
れ
に
対
す
る
国
庫
の
半
額
楠
助
、

ω戸
数
割

白
廃
止
と
最
高
賦
課
額
を
訟
定
し
た
市
町
村
民
税
の
導
入
。

す
る
国
家
統
制
の
強
化
て
あ
る
が
、
ゆ
及
び
凶
に
は
そ
れ
以
外
に
市
町
村
住
民
、
特
に
農
民
の
伝
統
的
な
負
担
を
軽
減
し
た
と
ρ
う
側

一
一
百
に
し
て
い
え
ば
地
方
財
政
、
特
に
市
町
村
の
行
財
政
及
び
税
源
に
対

国
が
み

b
れ
る
と
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。
云
う
ま
で
も
な
く
義
務
教
育
費
も
戸
数
割
も
明
治
以
来
農
村
及
び
農
民
の
重
圧

と
な
勺
一
て
い
た
も
の
で
あ
勺
一
た
。
し
か
し
こ
う
い
う
伝
統
的
な
農
村
負
担
の
軽
減
は
、
い
ま
や
新
た
な
国
家
収
卒
、
特
に
国
税
の
直
接

的
収
奪
が
農
村
に
導
入
さ
れ
る
前
提
て
あ
っ
た
。
己
目
よ
う
な
改
草
の
一
一
側
面
は
、
こ
の
財
政
改
革
と
前
後
し
て
行
わ
れ
た
農
政
の
戦

時
的
改
革
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。
昭
和
一
四
年
に
は
総
動
員
法
に
基
く
小
作
料
統
制
令
が
出
た
。
昭
和
一
五
年
に
は
米
の
配
給
統
制

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
一
六
年
に
は
農
地
等
管
理
令
、
農
地
価
格
統
制
令
、
農
業
生
産
統
制
令
が
公
布
さ
れ
る
。
つ
ま
り
農
業
の
生
産
流

通
過
程
の
重
要
託
部
分
が
閏
家
の
手
に
掌
握
さ
れ
、
モ
れ
に
必
要
友
限
り
に
ゐ
い
て
地
主
対
小
作
の
生
産
関
係
も
修
王
さ
れ
て
行
〈
。

こ
れ
ら
の
財
政
、
農
政
の
戦
時
的
改
革
の
影
響
を
要
約
す
れ
ば
一
方
て
戸
数
割
、
義
務
教
育
費
、
小
作
料
等
の
旧
い
農
村
、
農
民
負
担

は
廃
止
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
上
昇
に
制
限
が
加
え
ら
れ
、
他
方
て
こ
れ
に
代
っ
て
新
し
い
国
家
の
収
奪
が
国
税
と
米
の
供
出
と
い

民
主
佑
政
策
〉
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
の
意
義
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う
形
て
農
村
に
加
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
友
る
。

戦
後
国
と
市
町
村
と
の
間

ω
行
財
政
及
び
農
政

ω
関
係
は
、
民
主
化
政
策
札
よ
っ
て
大
き
な
変
佑
を
与
え
ら
れ
乍
ら
、
な
沿
両
者
白

聞
の
中
央
集
権
的
官
僚
制
は
変
佑
せ
ず
一
そ
う
強
化
さ
れ
た
側
面
も
あ
っ
た
。
ま
づ
変
化
し
た
側
回
に
つ
い
て
。
戦
後
市
町
村
、
特
に

農
村
に
与
え
b
れ
た
も
の
は
農
地
改
革
と
民
主
的
地
方
自
治
て
あ
る
。
農
地
改
革
は
云
う
ま
て
も
た
く
、
き
さ
に
の
。
へ
た
昭
和
一
丘
年

前
後
の
農
政
白
戦
時
的
編
成
替
1
iそ
れ
は
地
主
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
最
後
ま
で
保
障
し
た
ー
ー
と
異
な
り
、
地
主
の
農
村
に
hs
け

る
政
治
的
、
経
済
的
地
位
を
根
本
的
に
変
革
し
た

U

モ
白
こ
と
に
よ
っ
て
次
に
の
ベ
る
地
方
閏
治
の
改
革
に
真
民
民
主
的
な
内
容
を
吹

き
こ
む
の
で
あ
る
。
地
方
自
治
の
改
革
の
財
政
的
な
側
面
を
み
れ
ば
、
昭
和
一
五
年
改
一
革
白
附
加
税
制
が
徐
々
に
後
退
し
、
国
か

b
入

場
税
、
遊
飲
税
等
が
地
方
の
独
立
税
減
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
配
付
税
の
制
度
は
い
よ
い
よ
強
ル
ね
さ
れ
て
い
っ
た

が
、
己
れ
を
戦
時
的
の
申
央
集
権
制
の
強
化
と
の
み
判
断
す
る
の
は
一
面
的
で
あ
る
。
友
ぜ
在

b
ば
他
方
て
市
町
村
長
の
公
選
、
議
会

の
強
化
、
住
民
の
直
接
的
政
治
参
加
等
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
段
階
て
は
、
国
か

b
地
方
に
多
〈
白
財
政
資
金
が
き

て
い
る
と
い
ろ
事
実
の
中
に
は
、
む
し
ろ
「
地
方
自
治
」
を
国
が
財
政
的
に
保
障
す
る
と
い
う
側
面
が
認
め

b
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特

に
日
本
の
農
村
に
つ
い
て
は
多
か
れ
少
か
れ
、
国
か

b
の
財
政
的
保
障
な
く
し
て
、
地
方
自
治
は
考
え

b
れ
な
い
。
こ
れ
を
戦
前
〔
昭

和
一
五
年
以
前
)

の
農
村
財
政
を
と
ヮ
て
比
較
し
て
み
れ
ば
明
か
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
の
農
村
財
政
に
対
す
る
国
家
の
保
障
と
い
え
ば

義
務
教
育
問
庫
負
担
金
が
殆
ん
ど
唯
一
白
も
の
で
あ
り
、
他
に
有
力
な
独
立
財
源
は
友
く
、
農
村
は
ま
ず
ま
ず
重
課
せ
ら
れ
る
国
政
事

務
士
法
定
限
度
合
こ
え
た
一
戸
数
割
て
も
っ
て
賄
っ
て
い
る
現
状
ゼ
あ
っ
た
。
戦
後
は
国
政
事
務
|
|
そ
れ
は
民
主
化
政
策
と
関
連
を
も

つ
も
の
が
多
い
ー
ー
は
配
付
税
平
補
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
と
い
う
原
則
(
地
方
財
民
法
l
昭
和
二
三
年
〉
が
た
亡
ら
れ
、

事
実
の
上

て
も
戦
前
の
よ
う
在
ひ
ど
い
状
態
は
た
く
た
っ
た
。
独
占
段
階
の
「
地
方
自
治
」
を
「
地
方
の
独
立
紛
で
も
っ
て
地
労
の
間
有
事
務
を



賄
う
し
と
い
う
公
式
に
限
定
す
る
と
と
は
あ
や
ま
り
ぜ
あ
り
、

寸
地
方
自
治
」
と
は
ま
づ
地
方
政
治
の
民
主
化
ゼ
あ
り
、
地
方
財
政
を

国
の
財
源
J
L
賄
う
か
、
地
方
財
源
て
賄
う
か
は
次
の
問
題
て
あ
る
。

註

同
様
の
こ
と
は
小
学
校
教
育
に
つ
い
て
も
一
五
は
れ
る
。
小
学
校
教
育
に
関
す
る
教
員
俸
給
費
が
市
町
村
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
た
事
実
を
、
昭
和
一

五
年
目
段
階
に
つ
い
て
云
え
ば
教
育
の
国
家
統
制
で
あ
る
。
戦
後
地
方
政
治
及
び
教
育
一
般
の
民
主
化
が
行
わ
れ
、
教
育
委
貝
合
法
が
成
立
し
て

か
ら
は
、
こ
の
財
政
措
置
は
義
務
教
育
費
を
国
家
が
保
障
す
る
と
い
う
新
た
な
意
味
が
つ
吋
加
は
り
、
む
し
ろ
教
育
の
民
主
化
に
も
つ
ら
な
る
措

置
と
云
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
変
化
し
な
い
側
面
、
戦
時
中

m
官
僚
制
、
国
家
独
占
資
木
主
義
の
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
側
面
に
つ
h

て
む
べ
よ
う
。
第
-
に
独

占
資
木
主
義
の
復
興
の
た
め
に
は
、
チ
プ
・
レ
!
パ

I
C
確
保
が
、
従
ヲ
亡
偲
米
価
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
米
の
供
出
に
は
い
工

い
よ
拍
草
が
か
け
ら
れ
た
。
第
二
に
独
占
資
本
主
義
心
復
興
の
た
め
に
は
、
財
政
機
構
を
も
っ
て
農
村
か
ら
資
金
主
吸
い
あ
げ
、
大
会

業
の
再
廷
に
つ
ざ
己
む
己
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
税
の
直
接
的
な
農
杭
収
奈
は
い
よ
い
エ
激
し
古
を
加
え
た
。
そ
の
最
高
瀬
の
時
期
、

昭
和
二
二
年
に
は
農
村
の
支
払
う
直
接
税
総
額
の
中
国
税
の
負
担
は
お
よ
そ
八
O
%
を
と
え
、
付
税
の
負
担
は
わ
ず
か
九
%
に
ナ
ぎ
な

か
っ
た
。
財
政
資
金
の
み
で
は
在
〈
、
民
間
資
金
も
農
村
の
金
融
機
関
を
通
じ
て
吸
い
あ
げ
ら
れ
、
大
銀
行
、
大
企
業
へ
と
集
中
さ
れ

た
。
従
っ
て
地
方
債
の
厳
重
な
国
家
統
制
は
依
然
と
し
て
存
続
し
た
。

供
出
、
国
税
、
資
金
の
面
か
ら
新
に
知
っ
た
農
村
収
奪
は
、
す
で
に
の
ベ
た
民
主
的
な
地
方
自
治
白
保
障
を
財
政
聞
か
ら
き
り
く
づ

し
て
行
く
に
充
分
で
あ
一
っ
た
。
地
方
財
政
の
窮
乏
は
深
ま
っ
た
。
与
え
ら
札
た
独
立
税
は
名
固
化
し
、
地
方
財
政
は
国
家
財
政
に
す
が

b
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

己
白
点
か
ら
み
る
と
さ
き
に
の
，
へ
た
国
家
に

Z
る
「
地
方
自
治
の
保
障
」
の
役
割
を
も
つ
は
ず
の
一
連
の
財

政
措
置
は
、
地
方
財
政
を
従
属
さ
せ
操
縦
す
る
道
具
と
な
ワ
て
い
た
。
た
と
え
ば
中
央
官
庁
白
自
由
裁
量
に
よ
フ
て
地
方
へ
の
資
金
配

付
を
変
化
さ
せ
る
配
付
税
白
制
皮
は
、
国
家
官
僚
の
意
思
の
下
に
地
方
団
体
を
統
轄
し
、
中
央
集
権
制
を
強
化
す
る
手
段
と
在
っ
た
。

民
主
化
政
策
と
地
方
行
政
調
査
委
員
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読
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意
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第
凶
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四

昭
和
一
五
年
以
後
農
村
に
対
し

τは
主
に
供
出
補
助
金
の
形
を
と
っ
て
い
た
国
庫
補
助
金
は
、
戦
後
こ
れ
に
農
地
委
員
会
の
補
助
金
を

加
え
た
が
、
己
れ
は
回
付
税
以
上
に
中
央
集
権
化
と
官
僚
制
官
強
化
す
る
作
用
と
な
っ
た
。

M
V

一
な
民
主
山
山
政
策
そ
の
も
の
が
地
方
財
政

を
窮
乏
化
さ
止
(
例
、
大
三
制
校
舎
の
新
築
)
、
従
っ
て
官
僚
制
を
強
俗
す
る
と
い
う
脊
妙
な
結
果
を
生
み
だ
し
た
o

ま
た
昭
和
二
二
年
G

H
Q
日
一
指
令
に
よ
担
、
部
落
及
び
部
落
財
践
は
解
休
さ
せ
ら
れ
た
が
、
農
村
の
財
政
難
に
主
り
、
部
落
は
依
然
と
し
て
存
続
し
、
村
税

以
上
に
部
落
費
晶
、
寄
付
金
が
増
大
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

供
出
や
国
税
の
収
奪
に
対
し
て
農
民
の
闘
争
は
激
化
し
た
υ

そ
し
て
こ
の
段
階
白
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
収
奪
陀
さ
ら
さ
れ
て
い
た

労
働
者
と
の
共
闘
の
形
も
部
分
的
に
あ
ら
わ
れ
た
U

h

v

在
地
方
の
経
済
中
財
政
民
対
す
る
財
政
金
融
的
な
収
奪
、
己
と
に
ド
Y

ジ
・
ラ

イ
ン
に
よ
る
財
政
金
融
ひ
さ
し
め
の
は
げ
し
さ
に
は
、
地
芳
団
休
の
当
局
者
さ
え
も
反
政
府
的
に
動
き
U
H
す
傾
向
を
し
め
し
た
。
昭
和

二
四
年
の
第
二
回
衆
議
院
総
選
挙
て
は
民
間
党
が
過
半
数
を
制
し
た
が
、
共
産
党
が
三
五
名
主
獲
得
し
た
。
こ
の
事
態
が
進
め
ば
、
農

村
さ
え
も
政
治
的
地
す
べ
り
を
お
己
し
か
ね
ま
じ
さ
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
態
か

b
す
る
と
、
国
家
独
占
的
な
収
奪
を
緩
和
す
る
と
と
は
当
面
の
急
務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
と
れ
に
は
二
つ
の
方
向
が
あ

っ
た
。
第
一
は
戦
後
民
主
化
の
政
策
を
た
お
前
進
さ
せ
る
と
い
う
目
標
て
収
奪
を
緩
和
し
て
行
く
方
向
と
、
第
二
は
独
占
資
本
の
「
自

主
性
」
を
高
め
る
と
い
う
目
標
て
収
奪
を
緩
和
す
る
方
向
と
で
あ
ヮ
た
。
そ
し
て
日
本
の
政
治
は
こ
れ
以
後
独
占
資
本
の
「
自
律
化
」

の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。

註

こ
こ
で
「
民
主
佑
」
之
独
占
資
本
の
「
自
律
佑
」
と
の
二
つ
の
方
向
を
わ
け
た
け
れ

εも
、
む
し
ろ
事
態
の
経
過
を
正
し
く
表
現
す
わ
ば
こ
う
で

あ
ろ
う
。
国
民
大
衆
の
民
主
主
義
選
到
は
占
領
下
の
「
民
主
化
」
政
策
の
ワ
グ
を
の
り
こ
え
て
進
ん
だ
n

従
っ
て
そ
れ
は
自
ら
民
族
独
立
の
方
向

を
も
と
っ
て
い
土
門
他
方
日
本
の
独
占
資
本
は
朝
鮮
戦
争
の
オ
コ
ポ

ν
で
そ
の
実
力
を
蓄
え
た
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
と
の
矛
盾
を
深

め
た
。
そ
こ
で
独
占
資
本
は
き
き
の
国
民
大
衆
の
民
族
独
立
迩
勤
を
フ
ミ
古
に
し
て
「
白
骨
化
」
の
方
向
へ
k

進
ん
だ
の
で
あ
る
。
w

一
の
方
向
は



加
川
論
寸
民
主
俗
」
政
策
か
ら
国
民
が
獲
得
し
た
民
主
主
義
O
成
果
を
一
つ
一
つ
奪
っ
て
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
、
神
戸
委
員
会
の
勧
告
と
そ
の
後

神
戸
委
員
会
の
勧
告
そ
白
も
の
の
検
討
に
入
る
ま
え
に
、
こ
の
段
階
の
政
治
が
宕
忙
の
べ
た
二
つ
の
方
向
を
含
ん
て

w
た
と
い
円
、
っ
と

と
を
確
認
す
る
己
と
と
、
神
戸
委
員
会
の
母
体

r在
っ
た
シ
ャ
ウ
プ
改
革
を
己
白
政
治
白
方
向
に
照
ら
し
て
位
置
づ
け
て
み
る
と
と
が

必
要
で
あ
る
。
国
家
統
制
を
緩
和
し
、
産
業
や
地
方
団
体
に
対
す
る
補
助
金
、
投
融
資
を
ひ
き
L
め
上
う
と
し
た

F
ッ

0
・
一
フ
イ

Y

は

明
ら
か
に
独
占
資
木
の
「
自
主
性
」
を
高
め
る
方
向
を
し
め
し
、
モ
白
上
陀
日
米
白
新
な
経
済
関
係
官
う
ち
た
て
よ
う
と
L
た
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
の
独
占
資
本
も
朝
鮮
事
変
に
よ
る
好
況
か
ら
講
和
会
議
へ
と
こ
う
い
う
方
向
に
進
ん
だ
。
ヤ
J

b

l

ウ
プ
改
革
の
構
想
は
己

れ
に
比
較
す
る
と
は
る
か

r矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も
の
ゼ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
資
本
の
「
自
律
化
」
の
方
向
と
民
主
化
の
方
向
と
を

二
つ
含
ん
で
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
白
国
税
改
革
白
面
、
例
え
ば
所
得
税
、
法
人
税
の
軽
減
、
資
産
再
評
価
の
面

は
明
ら
か
忙
資
本
の
「
自
主
性
」
を
回
復
し
、
資
本
の
蓄
積
を
促
進
す
る
方
向
を
持
ち
、

F
y
ジ
・
一
フ
イ

y
rっ
た
が
る
も
の
を
も
っ
て

い
る
が
、
地
方
財
政
改
革
白
面
て
は
戦
後
の
民
主
化

l
地
方
自
治
を
一
そ
う
前
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
を
も
ヮ
て
い
る
。
し
か
し
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
の
シ
ャ
ウ
プ
の
地
方
財
政
改
革
、
た
と
え
ば
独
立
税
や
平
衡
交
付
金
制
度
や
補
助
金
制
度
の
改
革
も
、
中
央
と
地
方

と
白
聞
の
行
政
事
務
の
再
臨
分
が
た
け
れ
ば
モ
の
趣
旨
通
り
動
き
出
さ
な

w性
質
の
も
の
ぞ
あ
っ
た
。
名
は
「
行
政
事
務
の
再
配
分
」

で
あ
る
が
、
実
は
中
央
と
地
方
と
を
結
ぶ
官
僚
機
構
の
改
革
で
あ
っ
た
。
こ
心
困
難
な
「
行
政
事
務
の
再
配
分

L
t神
一
円
委
員
会
の
一
勧
告

に
ま
か
せ
て
、
シ
ャ
ウ
プ
白
地
方
財
政
改
革
の
み
が
独
走
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
て
「
一
切
の
一
重
要
な
勧
告
事
項
お

よ
び
細
か
い
勧
告
事
項
の
多
く
は
、
相
互

r関
連
を
も
っ
て
い
る
。
も
し
重
要
在
勧
告
事
項
の
一
部
が
排
除
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
一

民
主
化
政
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方
行
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+ /、

部
分
は
、
そ
の
結
果
価
値
を
減
じ
、
場
合
に
よ
ワ
て
は
有
害
な
も
の
と
た
ろ
う
o
」
ハ
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
日
本
税
制
報
古
書
、
序
丈
)
と
い
う

シ
ャ
ウ
プ
の
言
葉
は
、
シ

v
ウ
プ
地
方
財
政
改
本
モ
む
も
の
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
本
来
「
行
政
事
務
の
再

回
分
」
が
な
け
れ
ば
、
シ
十
ウ
プ
の
地
方
財
政
改
草
は
完
全
に
実
現
て
き
な
い
も
の
左
の
で
あ
る
が
、
神
戸
委
員
会
は
モ
の
最
も
困
難

な
仕
事
(
行
政
事
務
の
刊
配
ハ

7官
僚
機
俳
む
且
主
化
)
を
最
も
困
難
な
時
期
に
引
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
、
資

木
の
自
律
化
の
方
向
と
民
主
化
白
方
向
の
二
つ
を
含
み
、
そ
の
限
り
て
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
民
主
化
目
目
地
方
自
治
の
訴

題
だ
け
を
引
受
け
た
神
戸
委
員
会
の
勧
告
の
方
は
論
理
的
た
一
貫
性
を
も
ち
、
あ
る
意
味
て
は
民
主
化
時
代
の
思
想
の
モ
デ
ル
を
提
供

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
也
。

註

以
下
神
戸
委
員
会
の
勧
告
の
検
討
に
つ
い
亡
は
、
昭
布
二
己
年
三
万
「
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
資
料
」
を
利
用
し
た
ロ

神
戸
委
員
会
の
勧
告
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
白
中
に
含
ま
れ
て
い
た
行
政
事
務
再
配
分
の
原
則
を
う
け
つ
ぎ
そ
れ
を
整
理
し
具
体
化
す

る
己
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
第
一
に
行
政
責
任
明
確
化
白
原
則
、
第
二
に
能
率
の
原
則
、
第
三
に
地
方
公
共
団
体
、
特
に
市
町
村
優
先
白

原
則
と
い
わ
れ
る
も
の
が
こ
れ
ゼ
あ
っ
た
。
行
政
責
任
明
確
化
の
原
則
と
は
、
困
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
三
段
階
の
行
政
機
関
に
モ

れ
ぞ
れ
特
定
の
行
政
事
務
を
割
当

τ、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
責
任
を
遂
行
す
る
忙
足
る
財
源
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
原
別
で
あ
る
。
能
率
の
原
則
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
行
政
事
務
は
、
規
模
、
行
財
政
能
力
か
ら
み
亡
、
最
も
そ
れ
を
能
率
的

r遂
行

し
得
る
よ
う
投
機
関
に
割
当
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
則
か
ら
み
れ
ば
、
各
段
階
の
行
政
事
務
企
画
一
的
に
規

定
す
る
己
と
は
避
け
る
べ
さ
て
、
例
え
は
行
財
政
力
の
左
悼
町
村
で
あ
れ
ば
、
町
村
の
事
務
で
あ
っ
て
も
府
県
が
そ
の
一
事
務
を
代
行
す

る
位
の
融
通
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
地
方
公
共
団
体
、
特
に
市
町
村
優
先
の
原
則
と
は
、
最
も
住
民
に
身

近
在
最
低
段
階
の
行
政
機
関
に
可
能
た
限
り
行
政
事
務
を
移
譲
す
る
と
い
う
己
と
で
あ
っ
て
、
市
町
村
第
一
、
府
県
第
二
、
そ
し
て
国



は
最
後
に
地
方
心
指
揮
下
て
は
有
効
に
処
理
で
き
な
い
事
務
だ
け
を
引
受
け
る
と
い
ち
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
原
則
か
ら
必
然
的
に
出
て

く
る
こ
と
は
市
町
村
の
一
行
財
政
カ
を
高
め
、
規
模
を
合
理
化
す
る
た
め
の
町
村
合
併
で
あ
る
。
第
一
次
勧
告
に
は
す
で
に
「
行
政
事
務

再
配
分
の
実
施
上
田
問
題
」
と
し
て
、
お
お
む
ね
人
h
七
、
八
千
程
度
を
標
準
と
し
て
、
強
力
な
市
町
村
を
づ
〈
る
た
め
の
町
村
合
併

案
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
町
村
合
併
は
以
上
の
よ
う
去
三
原
則
の
関
速
に
ゐ
い
て
実
施
さ
れ
て
は
じ
め
て
「
地
方
自
治
の
強
化
」
と
一
式

い
得
る
の
で
あ
っ
て
、
三
原
則
か
ら
離
れ
、
民
主
化
と
対
立
す
る
政
治
コ

l

A
の
ょ
に
実
現
さ
れ
た
現
在
の
町
村
合
併
は
神
戸
委
員
会

の
勧
告
し
て
い
る
も
の
と
は
別
佃
の
物
て
あ
る
と
云
え
よ
う
。

さ
て
以
上
の
三
原
則
を
検
討
し
た
だ
け
で
も
、
モ
れ
が
い
か
に
園
と
都
道
府
県
と
市
町
村
と
を
縦
K
結
ぶ
官
僚
機
構
白
現
状
と
対
立

す
る
も
の
で
あ
る
か
が
明
か
で
あ
ろ
ろ
。
勧
告
は
こ
の
三
段
階
の
行
政
機
関
白
関
係
を
ど
う
考
え

τ
h
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
勧
告
は
一
宮

う
。
近
代
的
な
経
済
機
溝
の
発
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
固
と
地
方
公
共
団
体
と
は
複
雑
社
網
の
ヨ
に
結
ぼ
れ

τHτ
、
い
か
な
る
汚

政
事
務
を
と
っ

τみ
て
も
国
家
的
な
影
響
を
も
ち
、
国
民
的
関
心
の
対
象
に
な
ら
な
い
事
務
は
左
い
と
い
っ
て
上
い
。
し
か
し
そ
の
こ

と
は
こ
れ
ら
の
行
政
事
務
士
、
国
民
が
容
易
に
監
視
し
、
理
解
し
得
る
方
法
て
、
国
民
の
身
近
陀
、
つ
ま
り
最
低
段
階
の
行
政
機
関
の

責
任
に
沿
ろ
し
て
行
〈
こ
と
を
さ
ま
た
げ
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
一
中
央
官
庁
は
、
国
家
的
影
響
が
あ
る
と
悼
う
理

由
だ
け
て
、
直
に
己
れ
を
国
の
事
務
と
し
、
し
か
も
そ
の
事
務
の
一
部
を
地
方
公
共
団
体

r委
任
し
、
そ
白
処
理
を
義
務
づ
け
る
と
と

も
に
国
は
指
揮
監
替
権
を
行
使
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
三
段
階
の
一
機
関
が
行
政
事
務
を
行
う
方
法
、
そ
の
範

回
は
す
べ
て
、
国
の
決
定
す
る
こ
と
で
、
国
は
法
令
と
補
助
金
と
て
各
公
共
団
体
に
こ
の
事
務
白
実
施
主
義
務
づ
け
て
い
た
。

と
の
上

う
な
方
法
ぞ
は
三
段
階
の
行
政
機
関
の
一
何
れ
に
責
任
が
あ
る
か
が
不
明
確
と
な
じ

J

、
国
民
の
払
ヮ
た
国
税
、
地
方
税
が
と
の
段
階
の
、

ど
ん
な
行
政
の
形
て
国
民
に
帰
っ
て
と
る
か
の
理
解
を
不
可
能

rし
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
れ
に
対
し
て
勧
告
て
は
、
三
原
則
に
従
つ

民
土
佑
政
策
と
地
方
行
政
調
査
要
員
会
議
白
意
義
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/、

て
責
任
の
明
確
佑
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
一
行
政
事
務
を
通
じ
て
、
固
と
地
方
公
共
団
体
と
が
機
能
人
ピ
介
ち
つ
つ
共
同
す
る
と
い
う
考
え
方

が
貫
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
地
方
公
共
団
休
に
配
分
さ
れ
た
事
務
も
国
家
的
、
国
民
的
惟
質
を
も
つ
も
の
が
多
い
の
ぞ
あ
る
か
ら
一
、

国
は
と
の
事
務
に
著
し
い
不
均
等
の
な
い
上
う
に
調
整
し
、
勧
告
援
助
す
る
こ
と
が
必
要
ゼ
あ
る
。
ま
た
ど
れ
を
義
務
づ
け
る
場
合
て

も
法
律
を
も
っ
て
そ
の
範
囲
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
地
方
公
共
団
体
が
与
え

b
れ
た
事
務
の
処
理
を
怠
る
場
合
て
も
、
そ

の
住
民
あ
る
い
は
一
般
の
世
論
が
こ
れ
を
批
判
し
、
是
正
す
る
こ
と
を
ま
つ
べ
き
で
あ
っ
て
、
国
の
権
力
的
社
関
与
h
T
監
替
は
原
則
と

し
て
廃
止
す
ベ
主
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
在
行
政
事
務
再
配
分
の
諸
原
則
か
ら
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
べ
き
財
政
改
革
の
一
方
向
は
開
ら
出
て
く
る
の
で
あ
る
o

第
一

忙
独
主
、
税
主
義
て
あ
る
。
三
段
陪
の
機
闘
に
行
政
事
務
が
裁
仲
間
と
割
当

τら
れ
る
白
て
あ
る
か
A
h
y

、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
地
方
会
共
団
体
(
特

に
市
町
村
〉
が
事
務
を
賄
え
る
程
度
の
一
強
力
た
独
立
税
を
も
つ
べ
き
て
あ
る
。
事
務
再
配
分
の
結
旧
市
、
国
と
府
県
の
財
政
規
模
は
か
友

り
縮
少
す
る
か
ら
、
己
れ
忙
応
じ
て
財
源
は
市
町
村

r移
譲
さ
れ
る
と
と
に
た
る
と
勧
告
は
考
え
て
い
た
。
第
二
に
平
衡
交
付
金
て
あ

る
。
勧
告
は
地
方
財
政
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
財
政
調
整
を
行
う
と
い
う
平
衡
交
付
金
本
来
の
一
機
能
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
に
、
い
わ

ゆ
る
地
方
公
共
団
体
の
基
準
財
政
需
要
の
範
囲
を
、
ナ
ゼ
忙
の
，
へ
た
よ
う

r法
律
て
も
っ
て
実
施
を
義
務
づ
け
た
行
政
事
務
に
限
る
も

の
と
し
て
、
そ
れ
が
地
方
の
基
準
財
政
収
入
額
を
超
過
す
る
部
分
を
平
衡
交
付
金
て
う
め
る
と
い
う
考
え
方
を
明
確
に
し
た
。
第
三
に

国
庫
補
助
金
は
地
方
財
政
の
支
血
統
制
の
手
段
と
な
り
、
国
と
地
方
八
公
共
団
体
と
の
行
政
責
任
を
財
政
白
面
か

b
混
乱
さ
せ
る
と
い
う

理
由
て
、
出
来
る
だ
け
整
理
し
、

一
般
財
瀕
に
ふ
り
か
え
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
第
四
に
地
方
債
は
最
高
発
行
限
度
を
法
定
す
る
が
、

モ
の
範
囲
ゼ
は
現
行
の
統
制
を
廃
止
し
、
原
則
と
し
て
地
方
公
共
団
体
の
閏
由
に
ま
か
せ
、
か
っ
資
金
源
を
運
用
部
資
金

rの
み
限
定

せ
ず
、
公
募
の
道
を
開
く
こ
と
、
財
政
力
D
弱
い
団
体
の
借
入
を
容
易
に
す
る
た
め

r地
方
債
を
引
受
け
る
金
庫
の
制
度
を
設
け
る
己



と
を
勧
告
し
た
。
こ
の
最
後
の
点
に
つ
W
て
は
、
二
六
年
以
一
降
民
主
佑
と
対
立
す
る
政
治
コ

l
ス
の
下
て
地
方
財
政
士
山
い
た
め
つ
け
た

あ
げ
く
の
は
て
に
、
最
近
「
公
営
企
業
金
融
公
庫
」
た
る
も
の
が
生
れ
た
が
、
こ
の
勧
告
に
ゐ
け
る
金
庫
の
制
度
と
全
く
契
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
一
言
し
て
治
己
う
。

以
上
の
空
次
勧
告
で
は
、
行
政
事
務
の
再
担
分
と
そ
れ
に
伴
う
町
芝
居
と
地
方
財
政
改
革
と
の
構
想
は
論
理
的
な
一
体
性
を
し

め
し
て
い
る
。
ど
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
も
そ
れ
は
勧
告
の
一
体
性
を
破
壊
す
る
。
そ
の
限
り
で
は
現
実
の
官
僚
性
に
対
し
て
向
け
ら

れ
た
徹
底
せ
る
改
革
案
で
あ
っ
た
。
し
か
も
勧
告
を
一
貫
し
て
い
る
も
の
は
地
方
自
治
と
民
主
主
義
へ
の
限
り
な
い
信
頼
で
あ
っ
た
。

そ
の
限
り
て
位
地
方
自
治
と
民
主
主
義
に
不
信
の
念
を
あ
ら
わ
し
は
じ
め
た
政
治
の
動
向
か
ら
み
れ
ば
、
多
分
に
理
想
主
義
的
な
性
格

を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
次
勧
告
は
こ
れ
と
多
少
性
格
を
異
に
す
る
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
第
一
次
勧
告
と
第
二
次
勧
告
の
問
に
は
、
民
主
化
政
策

の
転
期
を
両
ず
る
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
声
明
が
あ
っ
た
。
神
戸
委
員
会
は
、
行
政
事
務
再
配
分
の
勧
告
が
政
府
に
う
け
入
れ
ら
れ
た

t
bば、

モ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
す
て
に
実
施

κ移
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ウ
プ
地
方
財
政
改
革
の
結
果
を
再
修
玉
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
ら
し

ぃ
。
し
か
し
現
実
の
動
向
は
こ
れ
と
は
違
っ
て
い
た
。
第
一
次
勧
告
は
真
面
目
に
う
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
シ
ャ
ウ
プ
地
方

財
政
改
革
は
独
走
し
て
い
た
。
そ
し
て
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
戸
閉
に
よ
っ
て
勢
い
づ
け
ら
れ
た
保
守
勢
力
平
官
僚
制
は
シ
ャ
ウ
プ
財
政
改
革

b-
も
|
|
そ
れ
が
神
戸
委
員
会
と
同
じ
〈
地
方
自
治
の
立
場
か
ら
出
発
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
1

1
中
央
集
権
的
に
ゆ
が
め
よ
う
と
し

て
い
た
。
第
二
次
勧
告
が
、
シ
ャ
ウ
プ
改
革
の
原
則
を
擁
謹
し
な
が

b
、
誤
ワ
た
制
度
の
運
用
を
批
判
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
っ
た

み
し
思
わ
れ
る
。

シ
ャ
ウ
プ
改
革
の
中
て
も
集
中
的
た
被
害
を
う
け
た
の
は
、
最
も
斬
新
在
地
方
自
治
の
思
想
と
構
造
と
を
も
っ
て
い
た
平
衡
交
付
金

民
主
化
政
策
と
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
の
意
義

第
八
十
巻

五
五

第
四
号

11 



民
主
他
政
策
と
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
の
意
義

第
八
十
巻

五
五
凹

第
四
号

。

制
度
て
あ
ヲ
た
。
し
か
も
シ
ャ
ウ
プ
自
身
の
構
想
に
も
抜
穴
が
あ
っ
て
欠
陥
は
一
そ
う
大
き
く
な
っ
た
。
平
衡
交
付
金
制
度
は
周
知
の

よ
う
に
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
、
そ
の
基
準
財
政
需
要
額
と
基
準
財
政
収
入
額
と
を
計
算
し
、
前
者
が
後
者
に
超
過
す
る

何
酬
を
「
下
か

b
白
積
上
げ
方
式
」
に
よ
っ
て
算
出
し
、
そ
の
総
額
を
国
家
財
政
が
確
保
す
る
と
い

h

つ
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
勧
告
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
基
準
財
政
需
要
額
の
計
算
が
教
育
、
土
木
、
産
業
経
済
、
警
祭
消
防
等
地
方
行
政
の
会
介
野
に
わ
た

「
下
か

b
の
積
よ
げ
方
式
L

は
中
央
行
政
の
金
分
野
と
正
面
衝
突
に
ふ
』
ち
い
る
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
地
方
公
共
団

体
む
あ
b
ゆ
る
要
求
が
平
衡
交
付
金
の
中
へ
持
込
ま
れ
、
平
衡
交
付
金
が
地
方
財
政
の
中
て
不
当
に
大
き
な
役
割
を
負
わ
さ
れ
る
、
し

か
も
基
準
財
政
需
要
白
測
定
単
位
(
単
付
費
用
〉
が
合
理
性
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
所
要
経
費
の
遁
不
通
が
あ
い
ま
い
に
な
り
、
と
れ

が
単
位
費
用
を
圧
縮
す
る
際
の
吉
刊
の
が
れ
と
な
る
、
従
っ
て
交
付
金
の
額
が
当
事
者
の
す
へ
て
を
十
分
納
得
さ
せ
え
ず
、
中
央
と
地

っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、

方
白
聞
に
争
い
が
く
り
か
え
さ
れ
、
ひ
い
て
は
抗
生
息
の
介
入
、
陳
情
の
激
化
を
呼
ぶ
と
い
う
よ
訂
よ

7

〈
シ
ャ
ウ
プ
の
期
待
と
正
反
対
の
結

mm
が
生
れ
て
い
た
υ

中
央
は
w
f
街
交
付
金
白
積
上
げ
方
式
が
地
方
財
政
の
膨
脹
を
生
む
根
本
原
因
だ
と
し
て
、
中
央
の
裁
量
の
大
き
く

入
る
配
付
税
制
へ
の
復
帰
を
主
張
し
た
。
か
つ
て
平
衡
交
付
金
の
構
想
に
随
苓
の
一
択
を
己
ぼ
し
た
町
村
長
逮
は
今
て
は
所
要
額
の
確
保

さ
れ
ぬ
平
衡
交
付
金
に
不
満
を
も
ち
、
か
え
っ
て
中
央
の
負
担
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
補
助
金
の
方
を
歓
迎
し
た
。
平
衡
交
付
余
に

多
く
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
府
県
当
局
も
、
己
の
「
科
学
的
な
」
制
度
に
信
用
を
沿
か
ず
、
陳
情
に
、
従
ワ
て
保
守
勢
力
と
の
つ
な

が
り
に
信
頼
を
お
い
た
。

こ
こ
で
平
衡
交
付
金
の
運
用
を
契
機
と
し

τ府
県
や
市
町
村
の
間
の
統
一
的
な
歩
調
が
乱
れ
、
地
方
公
共
団

体
が
全
体
と
し
て
民
主
化
と
逆
の
政
治
コ

l
λ
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
第
二
次
勧
告
は
平
衡
交
付
金
の
精
神
を
擁
護

し
、
吹
く
の
制
度
的
欠
陥
の
一
是
正
に
大
き
た
力
量
注
い
だ
。
そ
の
結
論
を
要
約
す
れ
ば
、
す
で
に
第
一
次
勧
告
に
も
述
べ
ら
れ

τ
い
た
よ

う
に
、
基
準
財
政
一
需
要
心
範
聞
は
、
地
方
公
共
団
体
が
法
律
で
も
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
た
行
政
事
務
に
限
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ



と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
義
務
的
経
費
と
そ
れ
を
カ
パ
ず
る
平
衡
受
付
金
町
一
範
囲
が
明
確
に
た
る
た
め
に
も
、
や
は
り
三
段
階
の
一
行
政

機
関
の
問
ゼ
行
政
事
務
の
再
配
介
と
そ
れ
に
見
合
う
独
立
財
源
の
再
配
分
と
が
行
わ
れ
な
円
れ
ば
な
ら
な
い
。

主主

第
一
次
勧
告
の
主
張
す
る
干
拓
交
付
金
制
度
の
改
革
、
そ
の
他
の
地
方
財
政
改
革
り
構
想
を
検
討
す
る
こ
と
は
そ
れ
白
体
と
し
て
興
味
が
あ
る
が
、

紙
数
の
闘
停
土
省
略
せ
ざ
る
を
符
な
い
。

二
六
年
の
リ

y
O
ウ
ェ
イ
声
明
に
基
〈
政
令
諮
問
委
員
会
白
答
申
以
来
、
地
方
自
治
法
の
改
正
は
中
央
地
方
の
行
政
機
構
白
能
率
佑
、

合
理
佑
、
人
員
整
理
、
中
央
集
権
化
の
方
向
を
と
っ
た
。
独
占
資
本
心
「
自
律
化
」
心
政
治
立
|
ス
が
急
速
に
展
開
し
は
じ
め
た
。
モ

白
コ
ー
ス
に
モ
う
て
国
家
独
占
資
本
主
義
心
収
奪
の
緩
和
、
国
税
の
軽
減
・
供
出
の
緩
和
が
行
わ
れ
た
。
収
奪
の
緩
和
に
一
息
っ
き
、

主
た
農
地
改
革
の
成
果
を
吸
収
し
た
農
村
へ
は
二
六
年
以
降
特
殊
地
域
補
助
立
法
に
主
る
補
助
金
行
政
(
二
六
年
の
積
雪
寒
時
単
作
地
帯

振
興
臨
時
措
置
法
を
は
ヒ
め
主
す
る
〕
が
〈
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
自
由
党
(
第
三
次
官
団
内
閣
)
は
農
村
在
日
己
白
政
治
的
地
盤
に
と

E
入

れ
て
、
安
定
政
権
と
な
っ
た
。
勿
論
零
細
な
特
殊
地
域
補
助
金
を
中
心
と
す
る
と
の
補
助
金
行
政
は
中
央
地
方
白
行
政
整
理
の
方
向
と

矛
盾
し
た
。
柿
助
金
行
政
に
対
す
る
批
判
は
大
き
く
怠
っ
た
。
し
か
し
補
助
金
に
対
す
る
「
人
民
白
芦
」
よ
り
も
、
大
蔵
省
、
行
政
管

盟
庁
、
資
本
家
団
体
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
声
の
方
が
大
き
く
な
っ
た
。
そ
こ
か

b
当
仲
間
地
方
財
政
再
建
整
備
D
2
l
ス
が
勤
き

は
じ
め
た
。
し
か
し
モ
れ
は
地
方
財
政
の
浪
費
を
責
め
、
地
方
財
政
を
圧
縮
ナ
る
コ

l
ス
て
あ
り
、
要
す
る
に
「
地
方
自
治
」
と
民
主

主
義
へ
の
不
信
に
基
く
政
策
で
あ
っ
た
。
二
八
年
か
ら
町
村
合
併
政
策
が
大
規
模
に
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
神
戸
委
員
会
の
勧
昔
か

b
抜
け
出
し
て
き
て
、
む
し
ろ
反
対
物
に
転
化
し
た
政
策
で
あ
っ
て
、
町
村
を
中
央
集
権
化
白
方
向
ヘ
ひ
き
づ
り
、
町
村
に
の
み
責
任

を
転
嫁
す
る
政
策
の
一
環
と
た
っ
た
り
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
当
局
者
と
い
え
ど
も
認
め
ざ
る
を
得
怠
か
っ
た
。

々
な
障
害
に
よ
っ
て
、
殆
ど
見
る
べ
き
も
の
が
友
い
り
に
拘

b
ず
、
町
村
合
併
白
み
は
既
に
大
き
た
効
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
浪

「
行
政
整
理
が
、
種

民
主
佑
肱
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と
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行
政
調
査
委
員
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意
義
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八
十
巻

五
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五

第
四
号
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主
化
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五
五
六

第
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号

費
の
一
克
兇
は
地
方
団
体
だ
と
悼
わ
ん
ば
か
り
に
責
め

b
れ
て
い
る
地
方
関
係
者
と
し
て
、
大
い
に
誇
っ
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
(
荻

上
り
も
行
政
整
理
へ
白
傾
斜
を
も
っ
政
策
ど
あ
る
こ
と
、

田
保
、
地
方
財
政
か
ら
み
た
町
村
合
併
、
白
治
研
究
、
第
=
二
巻
、
第
一
号
)
し
か
し
己
れ
は
む
し
ろ
町
村
合
併
政
策
は
「
地
方
自
治
強
化
策
」

「
浪
費
の
元
兇
」
は
地
方
団
体
以
外
に
い
ま
左
治
安
泰
で
い
る
己
と
を
証
明

す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

四
、
む
す
び
、
民
主
主
義
と
社
会
科
学
者
の
役
割

戦
後
の
民
主
化
政
策
は
、
い
〈
た
む
曲
折
を
へ
去
が

b
、
昭
和
二
六
年
前
後
を
も
っ
て
大
き
〈
方
向
転
換
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し

国
民
自
民
主
主
義
運
動
は
モ
の
時
以
来
制
度
的
な
保
障
を
一
つ
一
つ
卒
わ
れ
て
、
大
き
な
困
難
に
ぶ
つ
か
ヲ
て
H
る
け
れ
ど
も
、
決
し

亡
後
退
し
亡
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
民
主
化
政
策
の
ワ
ク
を
の
り
己
え
て
前
進
し
て
い
る
面
も
考
人

b
れ
な
い
で
は
な
い
。

」

う
い
う
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
、
地
方
自
治
と
民
主
主
義
に
対
し
て
深
川
V

信
頼
を
お
い
て
h
た
神
戸
委
員
会
の
勧
告
を
ふ
り
か
え
っ
亡

み
る
己
と
は
決
し
て
無
意
義
て
は
な
い
と
思
う

民
主
化
政
策
白
時
代
に
、
学
問
の
世
界
か
ら
政
治
白
世
界
へ
迎
へ

b
れ
た
の
は
神
戸
博
士
だ
け
で
は
な
い
。
他
の
多
く
の
社
会
科
学

者
が
、
あ
る
い
は
国
会
の
専
門
委
員
会
へ
、
あ
る
い
は
戦
後
に
新
に
つ
く
ら
れ
た
中
央
地
方
の
行
政
委
員
会
へ
、
あ
る
い
は
政
党
の
顧

問
や
「
学
者
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
形
て
政
治
の
世
界
へ
呼
び
だ
さ
れ
た
。

い
な
民
主
化
政
策
を
進
め
た
ア
メ

H
カ
占
領
軍
も
、
モ
の
初

期
に
は
「
学
者
グ
ル
プ
」
を
合
ん
ざ
い
た
し
、
神
戸
委
員
会
主
成
立
さ
せ
た
シ
ャ
ウ
プ
博
士
も
財
政
学
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に

は
日
本
の
民
主
佑
は
社
会
科
学
者
の
国
際
的
な
共
同
日
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
の
ど
あ
る
。
し
か
し
私
達
は
同
時
に
次
り
こ
と

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

F
た
わ
ち
己
の
時
期
に
は
日
本
国
民
が
、
た
と
え
初
め
は
占
領
軍
の
庇
護
の
下
て
あ
る
に
せ
よ
、
歴
虫
上
は



じ
め
て
と
仰
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
旧
制
度
に
対
す
る
徹
底
し
た
批
判
と
実
際
的
考
慮
と
妥
協
し
な
W
科
学
的
な
思
考
を
開
始
し
は
じ
め
た

こ
と
、
学
問
思
想
の
自
由
白
感
覚
と
民
主
主
義
的
在
行
動
と
倫
理
の
一
貫
性
を
身
に
つ
け
は
じ
め
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
と
う
い
う

環
境
白
中
て
日
本
の
社
会
科
学
者
も
は
じ
め
て
戦
前
戦
時
白
圧
迫
か

b
解
放
さ
れ
、
自
由
な
思
考
と
徹
底
し
た
制
度
改
革
命
を
打
出
す

こ
と
が
出
来
た
。
い
ま
と
り
時
期
の
改
革
論
の
一
つ
り
そ
デ
ル
と
し
℃
の
神
戸
委
員
会
の
勧
告
な
ど
を
、
理
想
主
義
的
と
か
空
想
的
と

か
批
評
す
る
己
と
は
出
来
よ
う
。
し
か
し
邦
は
勧
告
ヤ
社
会
科
学
者
心
思
想
に
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
勧
告
主
真
面
目
に
と
り
あ
げ
よ

う
と
し
な
か
っ
た
そ
り
段
階
の
政
治

ω動
さ
に
あ
る
。

そ
の
時
期
以
後
日
本
の
民
主
化
政
策
の
推
進
力
で
あ
っ
た
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
の
一
社
会
科
学
者
か

b
さ
え
も
、
日
本
の
地
方
行
政
D

改
革
は
ア
メ
リ
カ
的
民
主
主
義
白
飾
討
を
日
本
に
与
え
た
に
す
ぎ
友
い
と
か
、
日
本
の
地
方
制
度
の
改
革
を
や
フ
た
ア
メ
リ
カ
人
は
素

人
に
す
ぎ
な
か
コ
た
乙
か
ト
う
殆
ど
ま
じ
め
に
受
け
と
れ
な
い
批
評
が
あ
っ
た
。

(
ジ
ョ
ー
ジ

-
A
・
ワ
ー
プ
、
わ
が
か
た
ち
に
似
た
る
も
の
、

都
市
問
題
、
第
四
四
巻
、
第
八
号
)
ま
た
日
本
の
社
会
科
学
者
の
考
え
方
も
「
地
方
自
治
」
を
め
ぐ
一
ツ
て
分
裂
し
た
。
し
か
し
民
主
化
と
反

対
の
政
治
コ

l
λ
の
下
て
は
、
お
よ
そ
真
の
意
味
の
地
方
財
政
白
再
建
と
か
、
改
革
と
か
い
う
乙
と
は
不
刊
能
で
あ
る
こ
と
を
誰
し
も

認
め
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。
こ
と
に
日
本
白
地
方
行
財
政
の
ご
と
き
、
中
央
地
方
を
通
ず
る
民
主
的
な
改
革
が
な
け
れ
ば
、
真
の
再
建

は
ゐ
ぼ
つ
か
た
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
て
国
と
都
道
府
県
と
市
町
村
と
士
貫
く
徹
底
し
た
民
主
的
危
改
草
を
考
え
抜
い
た
神
戸
委
員

会
の
勧
告
は
、
現
在
て
も
私
達
白
よ
り
ど
乙
ろ
に
な
る
も
白
と
し
て
高
〈
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

後
記
、
」
申
稿
を
終
え
た
時
あ
だ
か
も
社
合
党
の
「
地
方
自
拍
政
策
課
」
が
公
に
さ
れ
た
。
私
は
そ
の
全
文
を
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
抄

録
(
坤
方
自
治
資
料

E
o
E
N
)
を
通
じ
て
み
る
と
、
持
阿
草
「
判
告
党
政
権
と
地
方
自
治
」
に
見
ら
れ
る
事
え
方
な
E
は
料
一
戸
妥
民
会
の
勧
告
の

思
想
と
酷
似
し
て
い
る
。
社
合
党
と
し
て
は
岸
内
閣
の
地
方
制
度
改
革
、
特
に
府
県
制
民
改
革
に
対
抗
す
る
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も

か
く
革
新
政
党
乏
し
て
初
め
て
ま
左
ま
っ
た
地
方
自
治
体
政
策
が
紳
戸
委
員
会
の
椛
却
を
、
意
識
的
に
か
、
無
意
識
的
に
か
之
り
入
れ
た
と
い
う
こ

と
に
私
は
興
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

民
主
他
政
策
と
地
方
行
政
調
査
要
員
告
議
の
意
義

第
八
十
巻

主
五
七

第
凹
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